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1は じめに

1990年 代 初 頭 、 太 平 洋 諸 島 の 人 々 は ロ ー カ ル な 問 題 に取 り組 む た め に、 西 洋 的 な

法 概 念 を ロ ー カル な諸 現 実 に 合 わせ て 翻 訳 し始 め た。 そ れ と同 時 に、 か れ ら は 自 ら

の 文 化 的 、 政 治 的 な利 害 関 心 に 合 わせ て 新 た な か た ち の 視 覚 メ デ ィ ア を 取 り入 れ 始

め た[GINSBURG2011を 見 よ]。 ギ ンズバ ー グ とア ブ=ル ゴ ッ ドと ラー キ ンは近 年 、

先 住 民 メ デ ィ ア につ い て の 議 論 が 「「文 化 」 の 占 め る地 位 の 変化 「文 化 が 国 内 や

世 界 を舞 台 に した政 治 的権 利 や 人 権 の主 張 の た め の拠 り所 とな る こ とで 、 そ れ が 次 第

に客 体 化 さ れ 、 媒 介 さ れ た もの に な っ て き た」 を反 映 し て い る こ とを 見 出 した

[GINSBURG,ABU-LUGHODandLARKIN2002:9]。

も と も と法 律 家 と して 無 形 文 化 財 の 保 護 に 関 す るス イ ・ジ ェ ネ リス(suigeneris)

な体 制 に 関 心 を もっ て い た私 は、2004年10月 に フ ィ ジー に赴 い た(1)。 私 は そ の 時 、

ユ ネ ス コ(UNESCO)や 世 界 知 的 財 産 権 機 構(WIPO:WorldIntellectualProperty

Organization)な どの 国 際 機 関が 太 平 洋 諸 島 の コ ミ ュニ テ ィで 推 進 して い た 「迷 路 の

よ う に複 雑 な一 連 の規 定(Byzantinseriesofregulations)」 に対 す るブ ラ ウ ンの 論 評

[BROWN1998:203;BROWN2005も 見 よ]を 読 み 、 困惑 して い た 。 同時 期 に、 ブ

ラ ウ ンが 書 い た もの を読 み、太 平 洋 諸 島 の 諸 社 会 で 調 査 を実 施 して い た私 の 同僚 らは、

国際 的 な法 の枠 組 み か ら先 住 民 を 除外 す る こ とは 、 実 際 的 に、新 た な知 的 財 産 権 も し

くはそ れ に類 似 す る権 利 を作 り出す よ うな知 的財 産権 に基 づ くス イ ・ジ ェ ネ リス な シ

ス テ ム を め ぐる交 渉 の場 に先 住 民 が参 画 す る た め の 土 台 を掘 り崩 す こ と に な る と指 摘

して い た[GEISMAR2005;RECHT2009]。 フ ィ ジー ・ベ ンガ 島 の サ ワ ウの 人 々お よ
　　　　

びパ リのユ ネ ス コ で実 施 した調 査 か ら、私 は、相 互 に連 結 した三 つ の層 一 ロ ー カ ル、

ナ シ ョナ ル、 トラ ンス ナ シ ョナ ルー が オ セ ア ニ ア の 文化 財 に関 す る権 利 の確 立 にお

い て弁 証 法 的 に作 用 して い る,eと を 明 らか に した[PIGLIASCO2007a]。

ベ ンガ で調 査 を して い る 間、 私 は ア ・イ トゥヴ ァ トゥヴ ァ ・二 ・ヴ ァ カ ンデ ィ ンデ ィ

ケ ・エ ・サ ワ ウ(AltuvatuvaNiVakadidikeESawau:サ ワ ウ ・プ ロ ジ ェ ク ト)に

携 わ る よ うに な っ た。 そ の プ ロ ジ ェ ク トは2004年11月 に、 ベ ン ガ にあ る ダ ク イベ ン

ガ ・サ ワウ 地 区 学校 の5人 の 教 師 に よ って 出題 され た宿 題 に端 を発 して い る。 サ ワ ウ ・
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プロジェク トの当初の目的は、生徒たちが自らの文化遺産を定義するのに何を重要な

要素 としているかを同定することにあった。文化遺産プロジェクトを学校カリキュラ

ムに取 り入れることで、若い世代の者がフィジーの文化 と言語により興味を持つ契機

となることが期待された。その時以来、サワウ ・プロジェクトは、現行の知的財産権

法では共同的に所有される先住民の文化的表現のさまざまなかたちを保護することが

できず、先住民とかれ らの支持者がオルタナティブな保護のあり方について取 り決め、

それを推進 していく必要性があると呼びかけるまでに成長してきた。ヘネシーの格調

高い表現では、「同プロジェク トは、文化遺産のマスメディア化につ きまとう複雑性 と、

ポス トコロニアルでナショナルな文脈での自己表象に関する先住民の権利の再活性化

と主張を描いている」[HENNESSY2009:91]。

スヴァにあるタンバナ ・二 ・ヴォサ ・ケイ ・イ トヴォ ・ヴァカヴィティ(Tabana

NiVosakeiiTovoVakaviti:フ ィジー言語文化研究所)に 訪問中、伝統の守護者 らが

自分たちの村で撮影されたフィルムを編集し、まとめることを依頼 しているのを私は

たびたび耳にした。フィール ドワークを通して、私は多 くの写真、音声記録 動画フィ

ルムを収集 した。私は、サワウ ・ヤブサ(yavusa:部 族)の 人々のコメントを引き出

したいと思い、調査で集めたこうした資料をかれらと共有 した。ダクイベンガでカヴァ

を囲み、私のビデオカメラのスクリーンに映ったそうした映像資料を見なが ら、私の

調査資料を共同的に分かち合い、協同作業を通じて独 自の表象ジャンルへ と変形で き

ないかと提案する者 もいた。

DVDと いうフォーマ ットは、膨大なデータを保存する能力と視聴者が一連のイメー

ジから選ぶことを可能するメニュー選択式の語 り それは、文字テクス トとベ

ンガ島の地形図につなげられたス トーリー ・マップのさまざなまなセクションへ と迅
　　　 　　　　 　　　て　　　　　 　　　りこ　

速 に ア ク セ ス す る こ とを 可 能 に す る に よ って 、 多 媒 体 的 で 、 多 声 的 で 、 多 線 的 な

ツ ー ル の 開発 を 可 能 に した(2)。 サ ワ ウ ・プ ロ ジ ェ ク トをつ く りあ げ る こ とは、 コ ミュ

ニ テ ィか らか れ らの 中 で の 適切 さに 関 す る フ ィー ドバ ッ ク に従 って 、 イ メ ー ジ のモ ン

ター ジ ュ を披 露 し、 議 論 し、創 りあ げ る こ とか ら成 り立 って い た 。 サ ワ ウの 最 高 位 首

長 の 従 兄 弟 で あ る フ ェ リ ッ クス ・ゾ ラ タ ナ ヴ ァ ヌ ア(FelixColatanavanua)は こ の

モ ン ター ジ ュ の作 成 の すべ て の 側 面 に関 わ って い た 。 そ れ はつ ま り、 フ ィ ル ム の選 択

と編 集 、 言語 的 と言 語外 的 な 暗 示 を加 え るた め に 自身 の 写 真 の 追 加 とそ れ を基 に した

動 画 の作 成 、音 楽 の ア レ ン ジ編 集一 寛 大 に もオ セ アニ ア芸 術 文 化 セ ンタ ー に よる支
　　　りこ　

援 を受けていた そして、DVDを 使った多線的なインターフェイスの構築である

[図1参 照](3)。

同プロジェク トは、文化遺産一 特にヴィラヴィライレヴォ(火 渡 り)儀 礼 に

対するサワウ部族の責任から生 じた。この責任 とは、人々とヴァヌァ(侃 朋σ:土地)

と他の伝統的 ・文化的資源との間の永続的な関係に埋め込まれている。この関係の中

で、土地はヴィラヴィライレヴォのように究極的には神に属すが、後世のために委託
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図1サ ワ ウ ・プ ロ ジ ェ ク トの メ イ ン メ ニ ュ ー

され た贈 物 で あ る[PIGLIASCO2007a,2011]。 守 護 者 と して の 資格(custodianship)

は 永 続 的 な 場 所 の 感 覚 と村 落 と の 関 係 性 に 関 連 して い る。 ち ょ う どか れ らの ア イ デ

ンテ ィテ ィが 共 同 体 主 義 に 哲 学 的 に 帰 着 し、 神 話 的 ・親 族 的 な 関 係 性 と絡 み 合 っ て

い る よ う に、 サ ワ ウ の 人 々 は 自 ら の 伝 統 的 知 識 と文 化 的 表 現(TKEC:traditional

knowledgeandexpressionsofculture)に 対 す る 集 団 的 責 任 を共 有 して い るの で あ る。

ベ ンガ で は 、文 化 的 、宗 教 的 、社 会 的 、経 済 的 関 係 は 、市 場 へ の 統 合 や テ ク ノ ロ ジ ー

の急 速 な 普 及一 そ れ らは 国 際 的 な レベ ル で の 権 力 の ヒエ ラ ル キー や グ ロ ーバ ル化 し

た 法 シス テ ム そ れ 自体 へ の 伝 統 的 な文 化 的 表 現 に関 す る法 的 規 制 の 効 果 を反 映 しなが

ら、 ア イデ ンテ ィテ ィの 概 念 、 商 標 化 、 公 的 領 域 、 国 際 機 関 の 正 統 性 を再 定 義 して い

る を通 じて 時 と と も に、次 第 に よ りグ ロ ー バ ル な もの に な っ て きた[PIGLIASCO

2011](4)。 法 の 実 践 と概 念 を伝 統 的 な文 化 的 表現 に あ て は め る こ と は、 近 代 的 な法 に

新 た な 財 産 の か た ち を認 識 す る よ う に挑 む もの で あ る。

ヴ ィ ラ ヴ ィ ラ イ レヴ ォの パ フ ォー マ ンス をす るベ ンガ 島 のサ ワ ウ部 族 の よ うに 、ペ

ンテ コ ス ト島 南部 の サ 話 者 は、観 光 用 の ナ ゴル(nagol:バ ンジ ー ジ ャ ンプ の 原型 とな っ

た もの)の パ フ ォー マ ンス に よ っ て、 西 洋 化 を 受 け 入 れ なが ら も、 自 らの カ ス トム ・

ア イデ ンテ ィテ ィ を維 持 して い る。 ナ ゴ ル は、 伝 統 のパ フ ォー マ ンス で あ り、潜 在 的

なエ ス ニ シ テ ィの マ ー カー で もあ る[DeBURLO1996]。 ナ ゴ ル ・ジ ャ ンプ の ケ ー ス

にお い て 、 ペ ンテ コ ス ト島 出 身者 か らの 申立 人 の集 団 は 、 サ ン ト島 の パ フ ォー マ ンス

はペ ンテ コ ス ト島 で の パ フ ォーマ ンス の流 川 だ と主 張 し、 被 告 が ナ ゴ ル ・ジ ャ ンプ を

サ ン ト島 で 行 う こ と を禁 止 しよ う と した。1992年7月 、ヴ ァ ヌア ツの 首 席 裁 判 官(chief
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justice)は 、 「実 質 的 正 義 」 と 「慣 習 との 一 致 」 に 基 づ き、 ナ ゴ ル の パ フ ォ ー マ ン

ス は発 祥 の 地 で あ るペ ン テ コ ス トに返 還 さ れ るべ き と命 じた[LINDSTROMl994:

69-70](5)。

フ ィ ジ ー の サ ワ ウ の 状 況 と並 べ て 考 え た 時 、 ヴ ァ ヌ ア ツ の ナ ゴ ル ・ジ ャ ン プ の

ケ ー ス で は 、 どの程 度 伝 統 的 な文 化 的 表 現 に つ い て 認 め る べ きか が一 慣 習 に よ っ

て ク ラ ンや 部 族 の 特 定 の メ ンバ ー に与 え られ て い る よ うに一 国 家 法 に よ っ て認 識 さ

れ て お り、 そ れ は簡 単 に 実 行 へ と移 し う る た め 、 か な り大 きな 利 権 を 保 持 して い る

[LUCAS-SCHLOETTER2004を 見 よ]。 現 在 進行 中 の ナ ・イ トゥヴ ァ トゥ ヴ ァ ・二 ・

キ ラ カ ・イ タ ウ ケ イ ・ケ イ ・ナ ・ケ ナ ・マ タナ タ キ(Naituvatuvanikilakaitaukei

keinakenamatanataki:文 字 通 りに は 、 伝 統 的 知 識 と文 化 的 表 現 プ ロ ジ ェ ク トにつ

い て の フ ィジ ー の 国 家 目録 。 現 在 で は カ ル チ ャー ・マ ッピ ン グ事 業 と呼 ば れ る)、 太

平 洋 モ デ ル 法(2002年)の フ ィ ジ ー へ の 適 用 で あ る現 在 審 議 中 の伝 統 的 知 識 と文 化

的 表 現 に 関 す る先 住 民 の 知 的 財 産 権 の保 護 の た め の 法 案 、2003年 に ユ ネ ス コ に よ っ

て採 択 され た 無 形 文 化 遺 産 の 保 護 に関 す る条 約 な ど に よ っ て、 フ ィ ジ ー で は近 年 、無
り　　む　　

形 文 化 財 、 無 形 文 化 遺 産 、 商 品化 とい っ た 問 題 が 、 ロ ー カ ル 、 ナ シ ョナ ル 、 地 域 的 、

トラ ンス ナ シ ョナ ル な レベ ル で 再 浮 上 して き た。 言 い 換 え る と、 先 住 民 た ち は 自 ら
　 　 　 　 の 　 　 　 　 　

を伝 統 的 な コ ミ ュニ テ ィ と して 再 編 成 し、 自 らの創 造 性 と ダ イ ナ ミズ ム を保 ち続 け

るた め に、 グ ロー バ ル な市 民 社 会 の 資 源 を引 き 出 して い る[GEISMAR2005;KURIN

2004;ROBINS2003:SAHLINS1999;SILVERMAN2004]。

'

he5 灘 藻醸 柔

図2DVDの ジ ャ ケ ッ トカバ ー(7)
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フィジーに到着 した時、私が関心を持 っていたのは、文化的表現を記録 し、それ
り　　　　　

らをデータベース上に保存す ることに関 して、ローカル、地域的、 トランスナショ

ナルなレベルで関心が高まっているのにもかかわ らず、先住民のコミュニティ自ら

そうしたデータベースを編纂 したり、またそれらへの権利を持ったりすることがほと

んどなかった点である。現在進行中のサワウ ・プロジェク ト 本論においてそれは

DVDの 作成をめぐる協同の事例 として議論する は、ヴァヌアツのペ ンテコス ト

島のサ人のように、ベ ンガのサワウ ・コミュニティがいかに 「表象のコントロール」

[HENNESSY2009:91]を 達成 しようとしているのかを示すものである(6)。

同プロジェク トは、カルチャー ・マッピング事業、太平洋モデル法の改正を受けて

審議中の法案、無形文化遺産の保護に関する協定などによって提起 され、現在直面す

る懸案について取 り組むことで、コミュニティが自らの伝統的知識と文化的表現を再

文脈化することを可能にする。

皿 ローカルな知識 とグローバルな コモ ンズ

知的財産権をめぐる問題の中心は、非物質的な存在の財産権の境界をいかに定める

かにある。インターネットのような革新的なコモ ンズが創 りだされたことによって、

知的財産の範疇の外側に位置する 「フリー ・カルチャー」についての言説が急増して

いる。研究開発 と創造力を活性化 し、経済的な成長に貢献するため、情報の自由な流

れに対する障害を取 り除 くことが公共の利益に資するというような議論がよくなされ

る[LESSIG2004]。 こうした視点は、伝統的な文化的表現を管理 し続け、その使用

を制限しようと苦心 しているサワウ人のような先住民にとって、財産権をめ ぐる権力

の不均衡を悪化 させるものである。サワウの文化的表現はその守護者 らの問では自由

に流通する譲渡不可能な財産であるが、自らの社会の外側には開放 していない。

まさに、伝統的知識と文化財の保有者は、統制のない公的領域によって、知的財産

権で保護されない文化的な素材への自由なアクセスが奨励される状況が作 り出されて

いることに懸念 を抱いている。それによって、無形の文化的表現の所有者でない者で

も、それを誤用し、コピーし、あるいはパフォーマンス しうることになる。自己決定

を目指す先住民の人々は、このグローバル ・コモンズへの参加をとりわけ望んでいな

い可能性がある。「伝統的知識を自由に利用可能な資源として定義づけてしまうため」

[BROWN2003:237]、 公的領域はサワウの文化財概念の活力 を奪 い、無価値 なもの

にしてしまうかもしれない。公的領域は、今 日のサワウ人のような先住民の生活に悪

影響 を及ぼす無所有(nonproperty)の 一形態である。

限定的な保護、あるいはまった く保護されていない状態では、創造者が先住民の文

化的表現や作品のほぼすべてがかなり昔か らあるものだと明 らかにしたとしても、最

終的にはそれらは公的領域に属すとみなされて しまう。ほとんどの伝統的なコミュニ
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テ ィで は 、 長 い 時 間 を か け て 知 識 が 獲 得 され 、 そ れ は 次 の 世 代 に脈 々 と継 承 され る。

そ れ は常 に発 展 し、 変 化 す る性 質 を持 つ 。 よ っ て 、 そ う した知 識 が実 際 い つ発 見 され

た の か 、 も し くはい つ 創 りだ さ れ た のか 、 また いつ 公 的領 域 に入 り込 ん で い っ た の か

を確 定 す る こ と は難 しい。 しか し、 一 度 、公 的領 域 に 入 りこ む と、 誰 もが そ れ を 自由

に再 生 産 す る こ とが で きる よ うに な っ て し ま う。

『フ リー ・カ ル チ ャー』 の 中 で レ ッ シ グ は、 イ ン ター ネ ッ トは 「多 くの 人 々が ロ ー

カ ル な境 界 を超 えて 文 化 をつ く り、 育 む過 程 に参 加 す る こ とを可 能 に した」[LESSIG

2004:9]と 主 張 す る。 ボ イ ル[BOYLE2003]は 、 人 々 は 自 らの遺 産 を物 理 的 に コ ン

トロー ル して い た の で 、 数 世 紀 前 に は先 住 民 の歌 、踊 り、 パ フ ォー マ ンス 、儀 礼 、 思

想 は知 的 財 産 の 保 護 を 必 要 と して い な か っ た と論 じる。 しか し、 イ ン タ ー ネ ッ トの

発 明 以 降、 先 住 民 は 自 らの 文 化 財 を守 るた め に 、 デ ジ タ ル ミ レニ ア ム 著 作 権 法(the

DigitalMillenniumCopyrightAct)、 電 子 窃 盗 排 除 法(NoElectronicTheftAct)、
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図3サ ワ ウ ・プ ロ ジ ェ ク トが ま だ完 成 して い な か っ た時 に、 フ ィ ジー ・サ ン(F〃1

Sun'July23,2005,ρ2)に 掲 載 さ れ た 記 事 。 ナ ヴ ィテ ィ ・リゾ ー トで観 光

客 向 けに 行 わ れ た ダ ウヴ ィラ((iauv〃 ∂=火 渡 り)に お ける サ ワ ウ部族 出 身 の パ

フ ォ ー マ ー 。 左 下 、 フ ェ リ ッ ク ス ・ゾ ラ タ ナ ヴ ァ ヌ ア 。 中 央 、 著 者 。 右 、 ダ

ク イ ベ ン ガ の首 長 村 の写 真 。
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ソニー ・ボノ著作権延長法(SonnyBonoCopyrightTermExtensionAct)、 さらに

は収集情報不正利用禁止法(CollectionsofInformationAntipiracyAct)を 適用する

必要が出てきた[BOYLE2003:42]。

インターネットによって、許可を得ずに再生産された伝統的知識 と文化的表現を入

手すること、ライブ ・パフォーマンスを不当に見せ物にすること、文化の守護者たち

と経済的な利益 を共有することなしに伝統的知識と文化的表現を商業的に利用するこ

とが簡単になった。またそれによって、伝統的な言葉、物語、象徴、示差的な記号を

誤用 し、しばしばこのような創造や革新の基となった伝統について明示することなし

に、文化的、霊的に侮辱 し品位 を失わせるや り方で、TKECを 利用す ることが簡単

にできるようになってしまった。インターネットは人類がこれまで発明したもののな

かで最もよく民主主義を現すものであると喧伝されているか もしれない。しかし、レッ

シグ[LESSIG2004]が 言及しているように、それは他者の文化財の剰窃を罰するこ

とができない。

クームは、文化に関する公的領域は 「著作権法が著作活動 と伝統的に認識するもの

や、西洋的な創造者に最も特徴的なもののみならず、幅広い範囲の活動 と実践を考慮

に入れる」[COOMBE2003:1181]こ とを求めるものであると示唆する。最近彼女は、

文化的創造力の多様なあり方を酒養するのに必要な条件を確保するために、「文化遺

産」の利用を管理する新たな原則を公式化することが、人々の文化的生 き残 りのため

に望まれると述べている[COOMBE2003:35]。 西洋の法律は、永続的な創造のシス

テムを意味してお り、そこではある一定期間なにが しかの創造物を人々が所有する。

他方、慣習的実践は永続的な所有権のシステムを示唆 しており、そこでは人々は自ら

の所有物 を創造する[MOUTU2009も 見よ]。創造力はTKECの 所有権の譲渡を永

続化させるように機能する[STRATHERN2001]。

サワウ人をとりまく経済状況、あるいはそれに類する経済状況では、人々が自らの

文化財に価値を付与 しようとしてお り、物理的で抽象的な労働(創 造性)を 定期的に

投資する必要性がある[LEACH2004:154,162]。 よって、商品化は必ず しも正統性

と文化遺産に害をもたらす というわけではない。サワウのパ フォーマーたちは、文化

的な意味の連続を認識 しなが らも、伝統的な観点か ら新奇な状況を弁証法的に交渉 し、

解釈す る。別の論文[PIGLIASCO2007a,2011]で 私は、観光用の印刷物の中には、

伝統的な観点か ら新奇な状況を解釈 し、旅行者=観 察者では気づかないような文化的

な意味の連続性を認識するローカルな人々の例に満ちていることを指摘 した。

皿 スイ ・ジ ェネ リスの提 案

西洋の著作権の原則 は、先住民の文化的表現の十全な保護にとって大 きな障害と

なっている。地理的表示、商標、マオリの トイ ・イホ(Toi-lho)の ような認証 と正
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統性のマーク、正統性 に関する先住民のラベルの存在は問題が進展 していることを

示 しており、ローカルなコミュニティの誇 りをつ くりだ しているが、それ らは単な

る付 け焼刃に留まっている(8)。そうしたものは、先住民の美術 と文化 に関して一般

の人々の理解を得るために利用されうるが、模倣物がつ くられるのを防 ぐことはで

きない。逆に、他 の太平洋諸島民と同様に、フィジー人たちはアイデンティティ、

ブラン ド化、知的財産に関する独 自の概念を数世紀にもわたって保持 してきた。土

地 と慣習への尊敬 という汎フィジー的な概念であるヴァカヴァヌア(御 肋襯朋θ:字

義的には、土地のや り方の意)は 、ある種のブラン ド化 を伴 う西洋的な地理的表示
り　　　　

に類 似 し て い る[PIGLIASCO2011]。 太 平 洋 地 域 に お け る い くつ か の 画 期 的 なケ ー

ス で は、 先 住 民 の 人 々 の 間 に ア イ デ ンテ ィ テ ィ概 念 と不 可 分 な 法 シ ス テ ムが 存 在 し

て い た と認 識 され て い る(9)。

こ う した ケ ー ス は 、 そ れ ま で 等 閑視 され て きた 非 西 洋 的 な認 識 論 が 、TKECを 構

成 し、 保 護 す る 新 た な概 念 と様 式 を提 供 す る 可 能 性 を 持 つ こ と を も示 唆 す る。 フ ィ

ジ ー で 制 定 が 見 込 まれ る伝 統 的 知 識 と文 化 的 表 現 に お け る先 住 民 の知 的 財 産 権 保 護

法 案(ActtoProtectthelndigenouslntellectualPropertyRightsinTraditional

KnowledgeandExpressionsofCultureBill)現 在19度 目の改 正 中 で あ る は 、

文 化 遺 産 に 関 して 新 た な知 的財 産 の よ うな 権 利 をつ く りだす 知 的財 産 に基 づ くス イ ・

ジ ェ ネ リス な制 度 で あ る。 この法 案 に よっ て 、 通 常 、 著作 権 法 で 禁 止 され る不 正 使 用

か らTKECを 保 護 す る こ とが で き る。 そ れ は 、 伝 統 の所 有 者 と守 護 者 に対 して排 他

的 な権 利 を付 与 す る こ とで、 か れ らが 自 らの伝 統 的 知 識 と文化 的 表 現 に関 して あ る特

定 の 活 動 を他 者 に認 可 し、 も し くは禁 止 す る こ と を可 能 に す る。 また そ れ はTKEC

の使 用 に 関す る倫 理 規 定 を整 備 す る。 つ ま り、 サ ワ ウ人 の よ う な伝 統 の 所 有 者 と守 護

者 は、 自 らのTKECに 対 して 道 徳 的 な権 利 を保 持 す る こ とに な る。

伝 統 的 知 識 と 文 化 的 表 現 法 案 は、 太 平 洋 共 同 体(theSecretariatofthePacific

Community)に よ って 首 唱 され 、ユ ネ ス コ とWIPOの 主 導 の も とで 発 展 して き た 「伝

統 的 知 識 と文 化 的表 現 に 関す る モ デ ル法(theModelLawonTraditionalKnowledge

andExpressionsofCulture。 以 下 、 太 平 洋 モ デ ル 法PacificModelLaw)」 の 改 正
り　　　　

を反映 した ものである。同法は、1999年2月 にヌメアで開催 され、南太平洋地 域

の21の 国と地域の代表が集まった 「太平洋諸島における伝統的知識及び文化的表現

の保護についてのシンポジウム」にて提議 された 「伝統的知識及び文化的表現の保護
り　　　　　

の た め の 地 域 的 枠 組 み(theRegionalFrameworkfortheProtectionofTraditional

KnowledgeandExpressionsofCulture)」 に 由 来 す る 。 そ の シ ン ポ ジ ウ ム で 、 マ オ
り　　　　

リ人 研 究 者 の ア ロハ ・テ ・パ レア ケ ・ミー ドは 、太 平 洋 地域 の た め に、 具体 的 で 、 ス
り　　　　　

イ ・ジェネリスで、地域的な法的枠組みを構築する必要性 を訴えた。西洋の知的財産

権法 とは異なり、それは伝統的知識 と文化に関するあらゆる側面を保護するために祖

先の慣習 とルールを組み込むことが企図されるべ きである[MEAD2005]。 この法律
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り　　　　

は、太平洋地域で初めて、新たな伝統的で道徳的な文化的権利を確立 しうるものであっ

た(10)。それは、共同体的で、永続的で、譲渡不可能で、排他的なものであ り、知的

財産権 とは関連しているが、それとは区別されるものである。

太平洋モデル法のアプローチは、それまで公的領域の一部と思われがちであった伝

統的知識と文化的表現に関する伝統的で道徳的な権利を法制度化するものである。一

旦国がTKECを 自らの公的領域の一部であると分類すると、国はその利用 をコン ト

ロールし始める(ll)。TKECの 保護に関心のある太平洋諸島民は、西洋的な法モデル

に倣うのか、もしくは伝統的な文化の守護者 による所有 と保護の とらえ方に基づい

た新たなシステムを制定するのかについて当初より議論 してきた。ニュージーラン

ドにおけるマタア トゥア宣言、オース トラリアにおける先住民の知的財産に関する

Julayinbul声 明、ハ ワイにおけるパオアカラニ宣言などの例のように、関係者 らは、

自らのTKECの 保護 において先住民モデルを要求 し始めている。知的財産権に関す

る条約のように、そうした文化的権利に関する先住民の宣言は、しばしば拘束力や強

制力のない 「ソフ トロー」である(12)。

現在、フィジー、ヴァヌアッ、パラオ、パプアニューギニアにおいて改正中である

太平洋モデル法は、文化的多様性を脅かす手続 き上の画一性を招 くことなしに、権利

に関する国際的な議論の発展に大きく貢献するものである[PIGLIASCO2009]。 太
り　　 　　　

平洋モデル法は、ナショナルかつ地域的というハイブリッドなアプローチを提供する。
り　　　　　

また 、 そ れ は地 域 的 な法 的 枠 組 み を確 立 す るが 、 そ の実 施 に つ い て は政 策立 案 者 に任

せ る こ とで 各 国 の 法 と シス テ ム に合 わせ る こ とが で きる。 太 平 洋 モ デ ル法 は、 文 化 財

の 権 利 に 関 す る 国 家 法 の 中 に、 慣 習 法 と伝 統 的 な ガ バ ナ ンス の シ ス テ ム を組 み 込 む

こ と を 奨励 し て い る。 そ れ は 、 自 らの慣 習 的 な 保 護 の あ り方 に従 う伝 統 的 なTKEC

の 守 護 者 が 、TKECの 使 用 に 関 す る主 要 な 意 思 決 定 者 で あ り続 け るべ き と認 識 す る。

よっ て 、伝 統 的 な文化 にみ られ る創 造 性 や 革 新 性 が ロ ー カ ル な コ ミュ ニ テ ィ の利 益 と

な り続 け る こ と を保 証 す る もの で あ る。 フ ィ ジー に お け る伝 統 的 知 識 と文 化 的 表 現

法 案 の19度 目の 改 正 の 内 実 は い ま だ 明 らか に され て は い な い が 、 立 法 者 は伝 統 的 知

識 ・文 化 的表 現 機 構(TraditionalKnowledgeandCulturalExpressionsAuthority)

の設 立 を検 討 して い る とみ られ る。 そ れ は、 議 長 と4、5人 の有 力 なTKEC保 持 者 に

よ?て 構 成 され 、 年 に4回 以 上 会 議 を 開 く伝 統 的 知 識 と文 化 的 表 現 に 関 す る委 員 会

(Traditiona1KnowledgeandCultura1ExpressionsCounse1)とTKECに 関 す る 資

源 ・認 可 セ ン ター(ResourceandClearanceCenterforTKEC)か らな る と思 わ れ る。

そ の メ ンバ ー は、 ボ セ ・レヴ ・ヴ ァ カ トゥ ラ ガ(BoseLevuVakaturaga:木 首 長 会 議)

と相 談 した上 で 大 臣 に よっ て任 命 され、3年 間 の任 期 で、再 選 は一 度 の み 可 能 で あ る。
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亙 フィジーの有形の テンプ レー ト

2005年5月 に、フィジー言語文化研究所は、「伝統的知識 と文化的表現法案 そ

の根本的な趣旨は伝統的知識と文化的表現の保護 と維持であり、伝統的知識 と文化的

表現の非慣習的な目的での使用に対 して、伝統の所有者の合意が必要 と定めている一
一 を効果的に実施するために」[NEMANI2005] 、カルチャー ・マッピング事業を開

始した。カルチャー ・マッピング事業はデータベースのかたちをとり、地元のソフ ト

ウェア会社 によって特別に開発されたフィジー語のアプリケーション ・ソフ トを使用

する。それはテキス ト、画像、動画、音声を含み、「この国初の先住民の知識に関するデー

タベース」である[NEMANI2005]。 カルチ ャー ・マ ッピングの過程と出来上がっ

たデータベースはともに非公開であることか ら、この目録はネット上で公開されてお

らず、また先住フィジー人コミュニティ以外の者はアクセスできない。データベース

の閲覧は、研究所の高官のみに制限される。 しかし、守護者らか らインフォーム ド・

コンセントが得られれば、その情報を一般に公開したり、公的に利用 したりすること

もできる。データベース上の情報は、インフォーマン ト(伝 統の所有者)の 許可が得

られれば、伝統的知識と文化的表現の守護者である、部族、クラン、家族のメンバー

のみに限って入手することができる[NEMANI2005]。

フ ィ ジ ー の デ ー タベ ー ス で は 、 人 々 は依 然 と して 伝 統 の所 有 者 で あ り、 創 造 者 、
　　　り　　　　

作成者である。研究所[フ ィジー言語文化研究所]は 、単なる仲介者に過 ぎない。フィ

ジーのカルチャー ・マッピング事業は、西洋の知的財産法に代わるスイ ・ジェネリ

スな保護の手段 を提供し、TKECを 共同体の財産 として扱 う[NEMANI2005]。

さらに、伝統的知識と文化的表現法案が法律 として制定されれば、「伝統的な文化的

表現に関するコレクションとデータベースは、文化的表現の表現方法のみならず、そ

うした表現が表象する内容 と思想 に関してもスイ ・ジェネリスな保護の対象 となる」

[NEMANI2005]。

フィジーの文化の調査に関する方針 について研究所が推奨するガイドラインは、カ

ルチャー ・マッピングに参加するすべての太平洋諸島国によって 「テンプレー ト」 と

して近年採用 されるにいたったが[REGENVANU2009]、 ミシワイニ ・ゲレンゲレ

タンブア所長は、フィジーとロトゥマ島を構成する15の 地域に散 らばる1179の 村一

一それぞれ独 自のローカルな知識 ・文化 システムがある をマッピングすることは

大 きな挑戦であると指摘する。政府の資金には限 りがあることに加えて、カルチャー・

マッピング事業はその他にも多 くの困難に直面している。

ロ ー カ ル な コ ミュ ニ テ ィの メ ンバ ー 間 で の所 有 をめ ぐる争 い … フ ィ ジ ーの ほ
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とんどの村人たちのメンタリティは、文化を守ったり、再活性化 させたりすること

ではなく、貨幣の獲得へ向かっている。ローカルなコミュニティにおける若者たち

の無関心を考えると、かれらに自ら率先 して活動するよう説得するのは非常に難し

い … しばしば、村人たちはどちらかというとあまり活動に乗 り気ではない …

経済的な利益を見出すことができないため、伝統の保有者のコミュニティからは無

関心さが伝わってくることの方が多い[QEREQERETABUA2008:6]。

Vサ ワ ウ ・プロジ ェク ト

サワウ ・プロジェク トはカルチャー ・マッピング事業が直面する諸問題 「フィ

ジー政府内部でのミスコミュニケーション、請求 した予算に対する財務省の承認の遅

れ、四半期ごとに出る助成金の遅延」[NEMANI2005]・ を負う必要なしに、サ

ワウの文化遺産の重要な要素を自らが決めたやり方に沿って記録 し、保護することを

目的 として活動を続けてきた。

サワウ ・プロジェク トは、ベンガの地図上にクリックできるアイコンが配置され、
の 　 　 　 　

視 聴 者 が 自 ら画 面 をス ク ロ ー ル し、 文 化 的 デ ー タ をた どる こ とが で きる ス トー リー ・
　 　 　

マ ップ で あ る。 先 住 民 の知 識 や文 化 は コ ミュ ニ テ ィの メ ンバ ー の 意 識 の 中 に散在 して

い るが 、 地 図 とい うか た ち で ま とめ られ た こ とが な か っ た め 、 そ う した もの を 目 に見

え る か た ちで 表 す こ とは とて も難 しい 。 この ス トー リー ・マ ップ は、 サ ワ ウの 村 々、

文 化 的 な遺 跡 、 そ して記 憶 が 呼 び戻 され 、保 護 され る起 点 とな る。

トゥイ ・サ ワ ウ(TuiSawau:サ ワ ウ部 族 の 最 高 位 首 長)と サ ワ ウ ・ク ラ ンの メ ンバ ー

の 同意 の も と、 サ ワ ウ ・プ ロ ジ ェ ク トの 目的 は 、 サ ワ ウの伝 統 遺 産(お も に火 渡 り儀

礼 ヴ ィラ ヴ ィラ イ レヴ ォ)の 誤 用 、 誤釈 、 誤解 を防 ぐこ と に な った(13)。 映像 資料 は、

す べ て フ ィジ ー語 の ま まで保 存 され て お り、 サ ワ ウ ・コ ミ ュニ テ ィの メ ンバ ー お よ び

司 祭 ク ラ ンで あ る ナ イ ヴ ィ ラ ンガ タ(Naivilaqata)の 長 と タ ンバ ナ ・二 ・ヴ ォサ ・ケ イ ・

イ トヴ ォ ・ヴ ァカ ヴ ィチ(フ ィジ ー 言語 文化 研 究所)の 双 方 か ら許 可 を得 た研 究 者 に

限定 され て 公 開 さ れ る 。 デ ジ タ ル ・メ デ ィ ア を使 っ た この 革 新 的 な プ ロ ジ ェ ク トは 、

最 小 限 の流 通 量 に な る よ う企 図 され て お り、 学術 的 な文 脈 で 限 定 的 に公 開 され る。

近 代 化 の波 に立 ち尽 くす 「失 わ れ た 部族 」の よ うな古 い ス テ レオ タイ プ を打 ち破 り、

文 書 や 映像 記 録 を保 管 す る た め に 、 イ ン ター ネ ッ トを利 用 す る先 住 民 集 団 が 増 加 して

い る[WILSONandSTEWART2008:21,30;C且RISTEN2005も 見 よ]。 サ ワ ウ ・プ

ロ ジ ェ ク トは、 そ の ス ター ト時 か らイ ン ター ネ ッ ト上 にて 広 く公 開 す る こ と も可 能 で

あ っ た。 しか し、 サ ワ ウの メ ンバ ー らは 、他 者 が 自分 た ちの イ メー ジ を どの よ う に利

用 す る の か まで コ ン トー ル す る こ とが で きず 、 結 果 的 に コ ミ ュニ テ ィ に悪 影 響 を及 ぼ

す こ と を懸 念 した 。 資 金 面 、 通 信 環 境 、 情 報 技 術 へ の ア クセ ス な ど も問 題 で あ る が 、

プ ロ ジ ェ ク トに イ ン ター ネ ッ トを使 用 す るか 否 か を判 断 す る に は、 フ ィ ジー の 伝 統 的
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知識と文化的表現法案が強制力を持つ法になるまで、待たなければならないだろう。

図42005年1月 、ダ クイ ベ ンガ に て 。マ リカ ・テ ィ ヴ ィテ ィ ヴ ィ(MarikaTivitivi)が 、

ヴ ィ ラ ヴ ィラ イ レヴ ォ儀 礼 の伝 統 的 な 守 護 者 で あ る ナ イ ヴ ィ ラ ン ガ タ ・ク ラ

ンの 系 譜 図 の 再 構 成 に協 力 して い る 。 この 系 譜 図 は8世 代 遡 り、275人 を リ

ス トア ップ す る。

VIサ ワウ ・プロジェク トが示唆 する もの

先 住 性 を め ぐ る グ ロ ー バ ル な 政 治 の 出 現 、 文 化 観 光 ブ ー ム、 何 が 知 的 財 産 や 文 化

的 知 識 を構 成 し、 誰 が そ れ ら を所 有 す る の か をめ ぐる議 論 の 興 隆 の 中 で 、 こ こ20年

の 問 に 、 よ り多 くの 先 住 民 た ちが 新 た な テ ク ノ ロ ジ ー の 利 用 し始 め た[CHRISTEN

2005;GREGORY2006]。 か つ て 先 住 民 た ち は 、 理 想 、 道 徳 、 物 語 を伝 え、 保 存 す る

際 に、 口 頭 で の伝 承 に 頼 っ て い た 。 先 住 民 メデ ィア の プ ロ デ ュ ー サ ー で あ る ジ ェ レ

ミー ・ トリー は 「知 識 を保 有 す る コ ミュ ニ テ ィが な くな らな い 限 り、 血縁 関 係 に あ る

人 々 の 中 に と どめ て お け ば、伝 統 的 知 識 を維 持 す る そ う した メ カ ニ ズ ム は 、独 創 的 で、

移 動 可 能 で 、 壊 れ る こ と は な い 」[TORRIE2005:16]と 主 張 して い る 。 民 俗 学 者 と

パ フ ォー マ ンス研 究 者 は、 非 西 洋 の文 化 的実 践 を保 全 ・保 護 し、 維持 す る こ と を狙 っ

た新 た なや り方 は、 実 際 に は伝 統 文 化 を客 体 化 し、孤 立 化 して し ま う と主 張 した 。 そ

れ らは、 変 化 し続 け て きた 実 践 を固 定 化 して しま う危 険性 を 孕 む の で あ る[BROWN

2003,2005a;KIRSHENBLATT-GIMBLETT2004]。 しか し、 サ ワ ウ ・プ ロ ジ ェ ク ト

が 利 用 す る新 しい メ デ ィア は一 近 年 、 オ ー ス トラ リア や 南北 ア メ リ カで 行 わ れ て い
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る デ ジ タ ル ア ー カ イ ブ ・プ ロ ジ ェ ク トと同様 に 、 人 々 が 自 らの 選択 に基 づ い て 自

身 の過 去 へ と到 達 し、 ダ イ ナ ミ ック な未 来へ の道 を切 り開 く こ とが で きる こ と を示 す

[CHRISTEN2005:318;CLIFFORD2004:23;GRAHAM2005:625]。

サ ワ ウ ・プ ロ ジ ェ ク トは 、 常 に発 展 し続 け る、 終 わ りの な い プ ロ ジ ェ ク トで あ る。

ギ ンズ バ ー グ の言 葉 を借 りる な ら、 こ う した メ デ ィア の美 し さ と価 値 は 、 テ キ ス ト外

(extratextual)に あ り、 「そ れ らが 媒 介 し、 具 現 化 し、創 造 し、 拡 張 す る文 化 的 ・社

会 的過 程 に よっ て創 造 され る」[GINSBURGl994:370;quotedinHENNESSY2009:

91]。 そ れ は さ らな る 調 査 を促 し、 また 、 自分 た ち の 遺 産 に 関す る写 真 や 情 報 の 追加

を通 して、 サ ワ ウ ・コ ミュ ニ テ ィ全 体 が参 加 す る機 会 を提 供 す る 。 そ れ ゆ え 、本 や 映

画 の よ う な 固定 化 さ れ た メ デ ィ ア とは異 な り、 そ れ は歴 史 的 な 時 間 の な か に 文化 を冷

凍 保 存 す る こ とは な い。 カ ル チ ャ ー ・マ ッピ ング は、 人 々 の 空 間 認 識 を 表現 す る た め

の 方 法 と な り、 先 住 民 の 資源 管 理 に 関す る 問題 意識 を共 有 し、有 形 ・無形 の先 住 民 の

文 化 遺 産 を保 護 す る た め の な くて は な ら な い 道 具 で あ る 。 こ の よ う な文 化 遺 産 プ ロ

ジ ェ ク トは、TKECの 創 造 の過 程 とそ の分 配 を コ ン トロー ル す る こ と を可 能 にす る。

三 脚 を使 っ て い れ ば 「DVDの 映像 の 質 が 向 上 して い た 」に違 い な い とい うヘ ネ シ ー

の 意 見[HENNESSY2009:91]に も一 理 あ る が、 サ ワ ウ ・プ ロ ジ ェ ク トは、 伝 統 的

な形 態 や 象 徴 を保 護 す る 社 会 的介 入 を そ の 場 所 で 行 い た い と い う要 求 に応 え る た め

に、 新 た な方 法 論 が 創 造 され う る と い う こ と を 示 して い る。 サ ワ ウ ・プ ロ ジ ェ ク ト

は、 人 類 学 者 が テ レ ビ ク ル ー の相 談 役 とな り、 外 国 人 に エ キ ゾ チ ック な 文化 を伝 え た

り、 魅 惑 的 な民 族 誌 的映 像 で共 感 を呼 ぶ た ぐい の社 会 的介 入 を意 図 した 『デ ィス ア ピ

ア リ ング ・ワー ル ド』 の よ う な ドキ ュ メ ン タ リー で は な い[BANKSandMORP且Y

l997コ 。 この プ ロ ジ ェ ク トは、 ス イ ・ジ ェネ リス な方 法 で の 保 護 を進 め なが ら、 サ ワ

ウの 文 化 的 遺 産 を凝 集 させ る こ とを 目的 と して い る。 ドキ ュ メ ン タ リー で は な く、単
　　　　　　

なる断片的な記録の集合体であるサワウ・プロジェクトは、サワウの人々の遺跡、物語、

共有された記憶に関する目録をつ くりだす。サワウ ・プロジェク トは、土着のアジェ

ンダに耳を傾け、ローカルに主導権をゆだね、記録された無形文化遺産がダイナミッ

クでメタ文化的な性質を持つことを可能にする。サワウ ・プロジェク トは応用的な映

像人類学と法人類学のかけ橋であり、その場所での社会的介入の一つのかたちであ り、

無形文化財の前向きな保護を目指 したスイ ・ジェネリスなアプローチであり、調査研

究の能力、教育的な映像の方法論、フィジーのコミュニティ間の紐帯ならびに組織的

な協同を支援する再帰的な道具である[PIGLIASCO2007を 見よ]。

カルチャー ・マッピング事業に関わる現地の研究者チームを支援 し、観察 した私 自

身の経験によれば、かれ らは自らと自らの文化 との適切な知的 ・感情的距離を保つの

に苦労するようだ[CLIFFORD1997;OHNUKI-TIERNEY1984を 見よ]。「内部」の

研究者は、「外部」の研究者 と同じくらい倫理的で、礼儀をわきまえ、自省的で、批

判的でなければならない。内部の者の失敗は、外部の者のそれよりも言い訳が通 りに
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くいか もしれない[TUHIWAI-SMITH1999を 見 よ]。「いまや様々なかたちでの協

同が不可欠である」[LASSITER2005:74]。 西洋的な生活をする首長家族の二人が私

と一緒にプロジェク トを支え、サワウの最高位首長から支持され、フィジー言語文化

研究所から支援 を受けてはいたが、サワウのメンバーの熱狂的な反応を目の当たりに

すると、サワウ ・プロジェク トはヘゲモニーを握る支配的エリー トだけによるもので

はないことがわかる。サワウ ・プロジェクトは首長を神格化するものではなく、デジ

タル技術 を利用 して伝統文化 を称揚するプロジェクトである。

サワウの人々にとって、サワウ ・プロジェクトに収録されている写真は、法的な道

具以上の意味を示す。それ らは、時間の経過に対する意識や、祖先からうける影響、

新たな自己意識に命 を吹き込む。参加者たちは、自らの社会の語 りと美的なドラマの

観客 となった。かれらのほとんどは、「ナバホ・スタ.イル」のように撮影する側になっ

た り、カルチャー ・マッピングの過程に加わった りすることはない。 しか し、出来上

がったDVDを 見ている問、社会的アクターだった人々は、 自らの文化の根本的な思

想やコー ドについて関心を高めることで、エージェントとなる[GEERTZl973]。 フィ
　 　 　 　 　 　

ジーの人々は社会的な抑圧に苛まれていないため、このプロジェクトは社会革命で も

ない。その代わ り、サワウ ・プロジェクトは、外的な圧力 メソジス ト派やペ ンテ

コステ派教会、観光産業などの主なるヘゲモニックな力で、変化と歪曲のエージェン

トー への応答である。サワウ ・プロジェクトは継続的なプロジェクトとして企図さ

れているため、時間だけがその結果に関する最終的な結論を教えて くれるだろう。

しかし、私が考えるもっと必要で大切なことは、 トラブル続きのフィジーの過去 と

現在 という観点から、エージェンシー、アーキテクチャー、伝統知識や文化的表現 と
　 　 　 　 　　　　

関連する法概念についての三つ層のフローの影響を注視することである。2006年12

月5日 の出来事は、フィジーでは慣習法や首長の権威の求心力などとともに法の支配

が危機に瀕しているか、もしくは崩壊 してしまったことを示 している。デジタルな時

代である現代のフィジーでは首長やその関係者への負担はかつてないほど重 くの しか

かっている。2006年12月 に起 きたフィジーで4度 目のクーデターは、単に政治的権

力や経済的な力をめ ぐる出来事ではない。むしろそれは、太平洋や世界中の他の紛争

と同様に、過去に関する見解の相違に起源を持つ変革の過程であ り、そこでは、新た

な民主主義的、憲法的な必要性 と照 らし合わせて、ローカルなアクターが自らの伝統、

アイデンティティ、遺産をめ ぐる考え方に関して妥協と交渉を迫 られている。

フィジーの初代総督であるアーサー ・ゴー ドン卿 にとっての喫緊の課題は、「原住

民の法と慣習をどの程度、そしてどのように有効なまま残し、イギリスの法をどの程

度導入 したらよいのか」[GORDONquotedinRILES2003:193]と いうものだった

とライルズは述べている。ゴー ドンの言葉によれば、コモンローが 「首長の地位をお

としめ、無能にして しまう」[GORDONquotedinRILES2003:194]危 険があると

いうことだ。著作権法とスイ ・ジェネリスな法律とによって構成されるフィジーで提
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議 さ れ た 二 重 の 知 財 シ ス テ ム は 、 コ モ ン ロ ー に 追 加 さ れ る か た ち で130年 以 上 前 に

ゴー・一・一ド ンが 構 想 した 、 フ ィ ジ ー の慣 習 法 に基 づ く原 住 民 法 典(NativeCode)を ほ う
り　　　　

ふつとさせる。しか し、フィジーを初めとする太平洋地域における遺産保護の政策は、

文化財は人々が当然持つ権利であるという考えを強化するだけでなく、かつてとは異

なる意味で自己開発や自己決定が文化の表象をめ ぐる中心的な問題であることを明ら

かにするものである。

本 稿 は 、GUidoCarloPIGLIASCO20091ntangibleCUIturalProperty,TangibleDatabases,

VisibleDebates:TheSawauProject.」lnternational/burnalofCultural1)roperty16:

255-272.の 全 訳 で あ る 。

注

の

幻

)3

)4

　

　

5

6

)

)

7

8

)9

1999年 と2002年 の2ヶ 月間、 フィジーで予備調査 を実施 した。

南太平 洋大学メデ ィアセ ンターの支援 によって、1分 間の試作 品がつ くられた。サ ワウの首長家族のため

に、私 はそれをスヴ ァの フィジー博物館、太平洋共同体の事務局、情報 ・通信 ・メデ ィア省 に持 ってい っ

た。 フィジー言語 文化研 究所 は本プロジェク トに関心 を示 し、す ぐにフィジー系問題 ・文化遺産省 によっ

てカルチ ャー ・マ ッピング事業 と連携 する ことが認め られた。 フェ リックス ・ゾ ラタナヴァヌア と私 は、

DVDを 編集す るために研究所 の設備 とソフ トウェア を利用する ことを許可 された。編集作業 は2005年5

月か ら始 ま り、2005年10月 まで続け られた。

フェ リックス ・ゾ ラタナ ヴァヌアはサ ワウの遺産 をいか に視 覚的 に表 象す るのか を思 い描 いた。彼 は、

カナ ダの映画 製作会社 で働 い ていた が、私が ベ ンガに到着 したの と同 じ頃 に帰 国 して いた。サ ワ ウ ・

プロジ ェク トは、彼 と彼 の母、 トゥイ ・サ ワ ウの姉 妹 ロ ・メ レアニ ・トゥイマ タニ シガ(RoMereani

Tuimatanisiga、 彼女 もまた最近イギ リスか ら帰 国 していた)に よるかれ らの人々 と土地 に対す る責任を

果 た したい とい う願 い と重な り合 う。導入部 では、 ロ ・メ ラアニ ・トゥイマ タニシガに よるフィジー語

での5分 間のスピーチ映像が流 される。

伝統 的 に、ベ ンガ島 のサ ワウ部族 の司祭 ク ラン(bete)で ある ナイヴ ィランガ タ(Naivilaqata)の メ ン

バ ーのみに よって実施 されて きたフィジーの火渡 り儀 礼(ヴ ィラヴ ィライレヴ ォ)は 、観光用 に商品化

された供犠儀 礼 の典型 的な例 であ る。現 在で は、ベ ンガでの伝 統の再 生産 は、グ ローバ ル化 や商 品化

といった社会 的過程 によってか たちつ くられてい る。 フ ィジーにおけ る観 光産業 の急速の発展 に伴い、

ヴィラヴィライ レヴォをまねた偽 のパ フ ォーマ ンス も行 われ、新 たなかたちの誤用 と誤解 を招い ている

[PIGLIASCO2011を 見 よ]。

InretheNagolJump,AssalandVatuv.CouncilofChiefsofSanto(1980-1994)VanLR545.

人類学者 ソロル フ・リップ(ThorolfLipp)と マ ルティナ・クレイナー ト(MartinaKleinert)と ヴァヌ アツ・

ペ ンテコス ト島ブ ンラップのサ人 とが共 同で最近始 めたオ ンライン上 の多 声的 な民族誌 プロジ ェク トを

参照。http://www.ursprung-in-der-suedsee.de(accessedJune19,2009)。

デ ビッ ド・ハ ミル トン=ジ ョー ンズ(DavidR.W.Hamilton-Jones)に よるイラス ト。

トイ ・イホの正統 性マー クはニュージー ラン ドの政 府機関であ るク リエイテ ィブNZ(CreativeNZ)に

登録 され ているが、同機 関は最 終的 にはそれをマオ リによって運営 され る組織 へ移管す るこ とを目指 し

ている[SOLOMON2006]。

MaboandOthersv.Queensland([No2](1992)175CLR1):WikPeoplesv.Queensland(1996187CLR

1)と 比較せ よ。
リー ジ ョナル

10)伝 統 的知識及び文化的表現の保護のための地域的枠組み3(13)に よ り定義 される。

11)こ のこ とはdomainepublicPayantm-一 フランス語 の概念 で、1976年 チュニス ・モデル法で提唱 され、公
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的領域 における文学的、音 楽的な作品 の使 用に対 してロイヤ リテ ィの支 払い を必要 とする もの一 を課

す ことと類似 してい る。

12)「 ソフ トロー」は、伝統的 な文化 的形態 に関 して許可 を得ず にパ フ ォーマ ンス した り、見せ物 に した りす

る、こと、再生 産す ること、 あるいは放送 した り、公的領域 に向けて他 のや り方で伝達 する ことを防 ぐた

めの条件 を定 めていないか、 も しくはそ うした ことを防げるこ とは ない(i.e.1961年 ローマ条約)。 それ

らは 「民俗 的作 品」 な どの ようにあ いまい に言及 し(i.e.1967年 ベル ン条約15(4)条 項)、 文化財 の商

品化 を促進する一方で著者の道徳的 な権利 を守 り損ね ている(i.e.TRIPS協 定2.1条 項;14.1条 項;39.3条

項)。

13)ヴ ィラヴィライレヴォに加 えて、サ ワウ部族 の漁師ク ラン(gonedau)に よって特別 な機会 に実施 される

伝 説的 な追い込 み漁 に関す る映像記録 が一時的 に導 入部分 の映像 に挿入 され ている。2009年5月 に は、

ダクイベ ンガで追加の映像が撮影 され、新 しい漁網(1awa)が つ くられ る過程が記録 され た。
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